
大谷川砂防堰堤 
 

大谷川砂防堰堤は久喜集落を南に１ｋｍほど上流にあります。 岩盤の露頭を利用した
空石積砂防堰堤で、いつ頃造られたかは現在不明です。 今後住民から記憶を収集
したいと思います。 旧今庄地区の石積砂防堰堤に共通する築堤技術には、岩盤を
巧みに利用し、力強い野面積み（玉石積みとも言います＊）と落水景観を取り込んだ
「用の美」をつくっていることだと感じます。＊地元の石工さんの呼び方。 
 

大谷川砂防タキガダン石積堰堤 2006年 4 月 30 日撮影：Ｙ．TANAKA 

 

 

 
堤体には雑木が生え、特に天端では高
木となって倒木し、石積みが崩壊して
います。雑木を伐採し、流木を取り除き
一部石積を整備する必要があります。 
標識を建て歴史的砂防施設の教材にし
たいと提案します。 

 

 

 

 

 

2006年 5 月 16日 
日野川流域交流会 田中保士 


